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臨床症例
１．アレルギー性紫斑病における急性陰囊症の一例
大木 亮，坂本亮一郎，宮澤 慶行
加藤 春雄，周東 孝浩，新井 誠二
村松 和道，新田 貴士，古谷 洋介
関根 芳岳，野村 昌史，小池 秀和
松井 博，柴田 康博，羽鳥 基明
伊藤 一人，鈴木 和浩
（群馬大院・医・泌尿器科学）
8歳男児.下肢の紫斑が出現し,前医小児科を受診.ア
レルギー性紫斑病の診断で経過観察していたが,紫斑出
現から 6日後より下肢の関節痛と右陰囊部痛を認め夜間
に前医小児科受診.急性陰囊症の診断で当科紹介受診.
陰囊カラードップラー検査で右精巣への血流は認められ
たが,右精巣腫大と疼痛が強く,精巣捻転を完全には否
定できなかったため緊急手術を施行した.固有鞘膜外に
出血を認め,周囲組織と癒着を認めた.右精巣捻転は認
めず,アレルギー性紫斑病に伴った急性陰囊症の診断で
あった.若干の文献的考察を加えこれを報告する.
２．尿管癌が疑われた IgG 4関連疾患による尿管狭窄
の一例
馬場 正仁，村松 和道，加藤 春雄
大木 亮，坂本亮一郎，宮澤 慶行
周東 孝浩，新井 誠二，新田 貴士
古谷 洋介，古谷 洋介，関根 芳岳
野村 昌史，小池 秀和，松井 博
柴田 康博，羽鳥 基明，伊藤 一人
鈴木 和浩 （群馬大院・医・泌尿器科学）
症例は 66歳,男性. 2011年 11月からの無症候性肉眼
的血尿を主訴に, 2012年 4月に近医を受診.膀胱鏡にて
右尿管口からの出血を認めるものの, CT及び尿細胞診
にて明らかな所見なく経過観察されていた. 同年 9月に
follow upのため CT施行したところ右水腎水尿管症を
認め,尿細胞診で class IIIにて右尿管腫瘍が疑われ前医
に紹介.右逆行性腎盂造影を施行したところ右尿管の不
整を認め,右腎盂尿細胞診で class IIIbを認め,同年 11月
に精査加療目的に当科紹介初診.CTにて右 L4-5レベル
で尿管壁の全周性肥厚と内腔の狭小化を認め,右尿管腫
瘍が疑われる所見であった.右尿管腫瘍 cT3以下N0M0
の診断のもと,右腎尿管全摘術を施行した.病理組織学
的に間質に著明な IgG4陽性形質細胞浸潤を認め, IgG4
関連疾患と診断された.IgG4関連疾患の尿管発生例の報
告は稀であり,若干の文献的考察を加え発表する.
３．左腎癌下大静脈塞栓に対して右浅大腿静脈グラフト
パッチを用い摘出した１例
牧野 武朗，大山 裕亮，悦永 徹
斎藤 佳孝，竹澤 豊，小林 幹男
（伊勢崎市民病院 泌尿器科）
羽鳥 恭平，平井 英子，安原 清光
小谷野哲也，大木 聡，大林 民幸
（同 心臓血管外科）
症例は 67歳女性.平成 24年 9月頃より左上腹部の腫
瘤を自覚,近医の CTにて左腎腫瘍,下大静脈腫瘍塞栓を
認めたため, 11月 2日当科紹介受診.術前検査にて左腎
細胞癌 cT3N0M1 (右肺門部リンパ節転移,左腸骨転移)
の診断にて 11月 13日根治的腎摘除術＋下大静脈腫瘍塞
栓摘徐術施行.血行再建として右浅大腿静脈を用いたグ
ラフトパッチで再建とした.術後病日 14日で退院.術後
病理は淡明細胞癌であり,後療法として sunitinibの投与
を開始. 術後 3ヶ月現在外来で通院にて加療継続中であ
る.若干の文献的考察を加え,これを報告する.
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